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富
岡
畦
草
（
と
み
お
か
　
け
い
そ
う
）
　 

大
正
15
年
8
月
、三
重
県
生
ま
れ
　
日
本
写
真
協
会
、
日
本
写
真
家
協
会
、
自
然
科
学
写
真
協
会
な
ど
の
会
員 

上と下の写真を見比べると右上に写っている「上野中通り」の名称が「上

中（読み方は"うえちゅん"）」に変わっていることに気がつくだろう。このデ

ザインにダンボールなどの素材を使った立体作品で有名な日比野克彦氏

を起用したことからも、「アメ横」に対するイメージを変えようとする商店街

の意気込みが感じられる。さらに昨年11月には、アメ横商店街連合会に所

属する約430店舗がホームページを開設（http://www.ameyoko.net/）。

今はまだPR的な内容が多いが、今後は積極的に商品の販売を行なってい

くという。このように「アメ横」は新しいものを取り入れながら伝統を守って

いくようだ。 

（文  渡辺邦博） 

昭
和
二
十
年
の
暮
れ
、上
野
駅
の
地
下
道
に
は
二
千
五
百
人
も
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
集
ま
り
、記
録
に
よ
る
と
毎
日
六
人
ず
つ
餓
死
し
た
と
い
う
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
下
谷
地
区
引
揚
者
更
正
会
が
生
ま
れ
、ガ
ー
ド
下
や
焼
け
跡
に
集
団
で
露
店
を
開
い
た
の
が
ア
メ
横
の
発
端
で
あ
る
。

空
腹
の
う
え
に
甘
味
に
も
飢
え
て
い
た
た
め
、芋
ア
メ
は
貴
重
品
で
人
が
た
か
り
“ア
メ
横
”の
名
の
起
り
に
な
っ
た
と
い
う
。五
百
店
に
も
の
ぼ
る

大
々
的
な
闇
市
と
も
な
れ
ば
、当
然
占
領
軍
兵
士
の
小
遣
い
銭
稼
ぎ
の
場
に
も
利
用
さ
れ
た
。
軍
隊
で
支
給
さ
れ
る
品
物
や
、P
X
で
仕
入
れ

た
品
物
を
持
ち
込
め
ば
、法
外
な
値
で
引
き
取
ら
れ
、彼
ら
の
懐
を
潤
し
た
。こ
れ
が
ア
メ
横
の
名
の
起
り
と
い
う
説
も
あ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

昭
和
二
十
六
年
の
露
店
整
理
法
、昭
和
三
十
年
の
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
取
締
り
で
、東
京
か
ら
闇
市
が
消
え
る
中
、ア
メ
横
は
体
質
改

善
し
な
が
ら
、何
で
も
揃
う
安
く
て
気
軽
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
変
身
し
た
。そ
う
し
て
昭
和
五
十
七
年
、注
目
の
う
ち
に
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
建
設
し
て

近
代
化
へ
脱
皮
し
た
。
 

 

消
え
た
街
角:

富
岡
畦
草
・
記
録
の
目
シ
リ
ー
ズ 

昭
和
37
年
「
安
売
り
の
街
・
ア
メ
横
」 

 N

 

アメ横センター 

アブアブ 
 

駅前ビル 

朝日生命ビル 

御
徒
町
駅 

至
上
野 

中
央
通 

平
成
13
年
9
月
5
日
　
富
岡
畦
草
 
撮
影
 

［昭和37年10月 1日　富岡畦草 撮影］ 


